
  

 

 

 

 

 昨年に引き続き、子どもスタッフを募っての「児童館まつり」を開催することになった。昨年

度も児童館まつりのスタッフを経験した子どもたちが次々に声をあげ活動を始めていくが、昨年

度のやや縮小気味の活動の流れしか知らず、その他の学年はコロナ禍で児童館まつりも経験した

ことのない子が多かった。 

・ 児童館にとって一番大切な積み重ねが十分でない中、企画から当日までどのように進めてい

くか試行錯誤しながらスタッフ活動を実施していく。 

・ 子どもスタッフが活動しやすいような環境を整え、子どもたちの自主性や協調性、社会性な

ど、みんなでひとつのイベントを盛り上げていく達成感を味わえるようにしていく。 

・ 企画から当日まで様々な人とふれあいながら、子ども以外の人との関わりも経験する。 

 

 

【実施日時】 令和 6 年 10 月 19 日（土）午後 2 時から午後 4 時 

 

【実施場所】 葛飾区花の木児童館 

 

【スタッフ】 子どもスタッフ、花の木児童館職員 

運営協議会委員および各団体からのボランティア、地域ボランティア 

【実施方法】  

①小学生以上 子どもスタッフの活動 

・ 小学 3 年生以上の子どもスタッフを募集 

・ スタッフ会議を数回実施 コーナー決め、ポスターづくり、看板づくり、景品づくりなど各

コーナーの準備をする 

・ 当日のコーナー運営および片付け 

②運営協議会を通して各団体へ協力依頼、当日のコーナーを担当 

③児童館だより、ホームページ、 

ポスター掲示、近隣小学校 4 校へ 

ミニチラシとポスターを配布し 

児童館まつりを周知する 

 

 

 

 

 

 

取組の背景・目的 

葛飾区 花の木児童館 

 

 

  

おまつりスタッフってたのしいね！ ～児童館まつりを通して～ 

取組の概要 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ スタッフ活動は小学 3 年生からだが、「来年になったらスタッフができる…」という期待を

持つことが大切ととらえ、景品づくりのみ低学年も参加してよいこととした。個人差もある

が手先の器用な子もたくさんいて、併設の学童保育クラブの子どもを中心に「景品スタッフ」

を作り景品づくりを行った。夏休みからアイロンビーズやリリアンなどコツコツと作りため

ていき、10 月の児童館まつりの頃には 1 店舗補えるくらいの景品が出来上がった。次世代

のスタッフを育てるきっかけになったと感じる。 

・ 今回、企画の半分は職員があらかじめ決めたコーナーに、子どもスタッフが意見を出し合い

詳細を決めていく形とした。子どもたちの中で「こんなふうにしたい、こんなルールが楽し

い」という考えはあるのだが、地域柄来館人数が桁を外れて多いので、子どもたちの意見を

活かしながらも混雑・混乱がなく、スムーズに回転できるように職員間で何度も話し合った。 

・ 子どもスタッフと大人スタッフで一緒にコーナー担当にした。地域の大人の方と関わること

にあまり慣れていない子もいたが、地域の方が子どもたちを扱うのに慣れていたこともあり

スムーズにコーナーを運営することができた。地域の大人の人と関わることが少なくなって

いる昨今、親以外の人と関わるときのマナー（挨拶など）も知る機会になったと思う。 

 

 

・ 子どもスタッフたちは、準備やおまつり当日の働きぶりを大人スタッフや職員から賞賛され

たことで自信に繋がり、いろいろなことに積極的に関わろうとするなど成長がみられた。 

・ 景品スタッフの子どもたちも「自分の作ったものをみんなが買ってくれるかな…」と期待し

ながら参加していた。当日もたくさんの子どもたちが景品を手に取ってくれたことに喜び、

来年度のスタッフ活動に期待を持つことができたと思う。 

・ 児童館まつり後に職員の手伝いをする子が増え、行事の準備など積極的に手伝う姿が見られ

る。人のために何かをして→喜んでもらえた→自分もうれしい！といった、気持ちが芽生え

てきているようだった。 

 

 

・ 様々なことを想像して実行できる子どもたちなので、コーナーの企画段階から子どもスタッ

フの意見も取り入れていってもよいのではないかと感じる。 

・ 児童館まつりだけでなく、普段の遊びの中で「あれやりたい！これやりたい！」の気持ちを

大切にし、子どもたちが自主的に企画して実行できる環境づくりが大切だと感じた。 

 

工夫点・留意点 

取組の効果 

課題・今後の展開 










